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可可視視光光半半導導体体レレーーザザーー照照射射技技術術

可視光半導体レーザー応用は光ディスクが代表的な市
場であったが、このところディスプレイ・照明分野への応
用が巨大市場として大きく期待されている（右図参照）。
照明や画像表示に対して障害となる、レーザー特有の
スペックルノイズの制御、また応用に対する多種の課題
解決を図っている。
スペックルに関しては、低減を行う
技術だけでなく、状態を可変し自
由にコントロールをする技術を開
発している。

レレーーザザーーにによよるる高高輝輝度度照照明明

位位置置可可変変走走査査型型レレーーザザーー照照明明 省省エエネネ型型レレーーザザーー植植物物工工場場

高高画画質質レレーーザザーーデディィススププレレイイ

レーザー走査方式の携帯プロジェクタはLEDプロ
ジェクタに比べ光利用効率が高い上に、光源を常
時最大値で点灯する必要がなく低消費電力である。
また、通常プロジェクタで必要な投射レンズが不要
であり超小型化が容易であることも大きな特徴であ
る。

レーザー照明には青色半導体レーザーで蛍光励
起を行う方法、および蛍光を用いず多色レーザー
で行う方法がある。どちらにも取り組んでおり、千
ルーメン以上の高輝度白色光発生、低電力化を目
指した遠方投射に成功している。

光走査型照明は、センサー連動で時間だけでなく

場所的に明るさや色彩が可変できる照明である。

必要な箇所のみ照射できるので超省エネであり、

その高輝度・点光源性により、超小型レンズを用い

損失なく集光・平行・発散ビームが自在に得られる。

レーザー植物工場は、植物の生育に必要な波長
（赤と青）を高輝度かつ効率良く投射できるという特
徴がある。走査型応用として、画像認識と走査型照
射を組み合わせ、植物が存在する部分や成長させ
たい部分のみ照射することで省電力化が図れる。
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